	第７講

	どのように伝道しなければ

ならないのか(使17:1-9)


1． 信徒運動の現場
（1） 使2:1-17
（2） 使2:42-47
（3） 使6:5-10
（4） 使7:54-60
（5） 使8:4-10
（6） 使16:12-16
（7） 使18:1-10
2． 信徒運動の悟り

（1） 弟子とする運動

マタ5:1  マタ28:19
使2:41-47  6:1,2,7  9:1,10  11:26  14:19-22
使16:1  18:2,3  19:1-10  20:2  21:16
Ⅱテモ2:2
（2） 忠実な人を先に探す運動である。
Ⅱテモ2:2、コロ4:15(ヌンパとその家にある教会）
Ⅰコリ16:19(プリスキラの家)　使16:13(ルデヤの家)

使18:1-10(ツラノの講堂)

（3） 再生産の運動である。

1 五旬節でローマに　②ネロからコンスタンティヌスに

2 ルター運動(文章で改革)　④カルビン運動(神学で改革)

⑤ウェスレー運動　⑥ムーディ運動　⑦ウェールズ運動
3． 信徒運動の結果
（1） 民族福音化

（2） 地域福音化

（3） 改革運動

4． 使役者の資格

（1） イエスのいのちを持っている人。

（2） イエスの権威を持っている人。

（3） 霊的な知恵者

（4） 祈りの人

（5） みことばの人(みことばの導きを受ける)

（6） 養育の人(新しい信者の養育)

（7） 実力のある人(準備された人)
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